
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇地域の意向確認（住民説明会） 等 

(仮称)津波避難施設の整備に関する基本的考え方 

上記の考え方等を整理し、地域の実状等に応じた適切な避

難施設の整備の方向性について、整理・検討し、まとめた

もの。 

施設整備の考え方のフロー 

[国]………津波防災地域づくりに関する法律（H23.12） 

[宮城県]…津波避難のための施設整備指針（H24.3）  

[仙台市]…仙台市震災復興計画（H23.11）   等 

＜配置の考え方＞ 第 2 章 

◇避難可能距離     ◇対象エリアの設定 

◇避難行動       ◇人口の想定     等 

＜早期整備の考え方＞ 第 3 章 3.3 

◇既存施設の活用    ◇市有地等の活用     

◇かさ上げ後も浸水が予想される地域の優先整備 等 
 

法令及び 

諸基準 

＜津波からの避難の考え方＞ 第 4 章 

◇情報収集：知る ◇行動：避難する ◇備える：知っておく 
 

＜施設要件の考え方＞ 第 3 章 3.1 

◇高さ・階数の考え方  ◇規模・収容人員の考え方 等 

施設の整備 

避難施設の配置場所の決定 

◇避難行動ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによる施設配置案の効果検証 第 5 章 
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津波からの避難の基本的考え方 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

＜徒歩の場合＞ 

避難可能距離 

500m～900m 

避難施設 

地震発生後に

避難を開始す

るまでの時間 

避難可能時間 

（移動時間） 

高所への

避難時間 

15 分以内 15 分(標準値) 15 分 

自宅 

津波到達予想時間 45 分 

＜自動車の場合＞ 

自宅 
避難可能距離 

5400m～7200m 

避難開始時間 避難可能時間（移動時間） 

5 分または 

15 分以内 40 分または 30 分(標準値) 
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若林（徒歩等）

宮城野（徒歩等）

白鳥（徒歩等）

若林（自動車）

宮城野（自動車）

白鳥（自動車）

避難開始 徒歩避難限界
時間　30分

津波到達
自動車避難限界

時間　45分

3.11の浸水深や津波シミュレー

ション結果に応じて、2 階屋上

～3階を検討 等 

避難行動シミュレーションの検証結果 

＜検証結果＞ 
○自動車での避難者は、全ての方が地震発生から 45 分後までに避難が完了した。 
○徒歩等での避難者は、避難完了に時間がかかる地域が一部みられるものの、ほとんどの方が地震発生から 30 分後ま
でに避難を完了した。 

○全員が避難完了するためには、地域による避難計画作成、避難訓練の実施、などソフト的な対策と、確実に避難する
ための通行条件実現のため、必要な道路幅員の確保や地震に強い道路構造、などハード的な対策の両方が重要。 

※徒歩は高所への避難(15 分)を除いているため、徒歩避難限界を 30 分で設定 

徒歩等での避難者は、概

ね 30 分以内にほとんど

の方が避難完了 

自動車避難者は、45 分以内

に 100%の方が避難完了 

シミュレーション範囲 

白鳥 

宮城野 

若林 

施設配置案 

＜主なシミュレーション条件＞ 
○避難者数は、最大となるよう設定。 
(平成 23 年 3 月 11 日時点の住民基本台帳,防災集団移転後の人口予測,交通センサス等から予測) 

○集落からの移動手段は,徒歩が 80%,自動車が 20%と設定。 
(自動車で避難せざるを得ない方を最小限と想定した場合) 

○避難時の通行条件に応じて,道路幅員・構造等必要な対策の実施が前提。 
○県道塩釜亘理線より東側の海岸公園利用者等は,別途検討することとし, 
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝには組み込まない。 等 

資料３ （仮称）津波避難施設の整備に関する基本的考え方（素案） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『津波避難施設の配置の考え方』 

「（仮称）津波避難施設の整備に関する基本的な考え方（素案）」を踏まえ、避難行動シミュレーションの検証結果等をもとに、

次の「早期整備の考え方」などに基づき、暫定的な案として、津波避難施設の配置を検討することとします。 

○ 既存の市施設を避難施設として活用する 

○ 市有地等を活用し、優先的に避難施設を整備する 

○ 3.11 の現況等を基準にし、県道塩釜亘理線かさ上げ後も浸水が予測される地域に、優先的に避難施設を整備する 等 

 

『避難道路の考え方』 

避難行動シミュレーションの検証結果から、設定した通行条件の下で、主要避難道路 3 路線による交通処理は可能であるこ

とが確認された。今後、主要避難道路の整備内容について、設定条件を実現するために、次のような項目で検討する。 

○ 路側に停車車両等があっても円滑な避難が出来る道路幅員を確保する 

○ 円滑な合流が可能な交差点構造とする 

○ 地震に強い道路構造とする  等 

【凡例】 

既存の避難施設としての

市施設（3 箇所） 

避難施設の配置を検討する 

市有地等（10 箇所） 

東部道路法面の避難階段

（5 箇所） 

移転対象区域以外

の浸水区域 
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避難施設整備及び避難道路の基本的考え方 

主要避難道路 

かさ上げ道路 


